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FAX ハガキ 往復ハガキ いちょうネット（大阪市生涯学習情報提供システム）https://www.manabi.city.osaka.lg.jp申込方法
説　明

講座名（催物名）・〒住所・名前（ふりがな）・年齢・連絡先（電話番号、あればFAX番号も）を記入する。　　　（「手話通訳」申込可能講座）・
（「要約筆記」申込可能講座）で希望者はその旨を、

手話
筆記 （「一時保育」申込可能講座）で希望者は子どもの名前・年齢、アレルギーの有無を記入する。保育

申込の際に
記入する事項

大阪の史跡や歴史資料を毎号連続でご紹介します。131

うちのイチ押し!

3施設  ボランティアスタッフ募集3施設  ボランティアスタッフ募集
次のようなことに興味・関心があり、一緒にお手伝いをしてくれる人を大募集いたします！！

条件
交通費や活動に対する報酬はありません。ボランティア活動
保険に加入します。（保険料は学習センターが負担します。）

対象
18歳以上（事前研修に参加できる方）で、希望する各センター
で月２回以上活動できる人（１回２時間程度）

活動期間
2019年4月1日～ 2020年3月31日（毎年更新）

募集人数
各センター 10人程度

事前研修日程
総合生涯学習センター
①3月7日（木）  14:00 ～ 15:00　
　オリエンテーション（活動内容・施設説明）
②3月14日（木）  14:00 ～ 16:00　活動見学、活動日程調整
③3月20日（水）  14:00 ～ 16:00　活動見学・体験
阿倍野市民学習センター
①3月18日（月）  14:00 ～ 15:00
　オリエンテーション（活動内容・施設説明）
②3月25日（月）  10:00 ～ 12:00
　講座見学「あべのフィルムライブラリー」
難波市民学習センター
①3月14日（木）  14:00 ～ 15:00
　オリエンテーション（活動内容・施設説明）
②3月27日（水）  9:45～12:00　見学「春休みなんばこども映画会」

応募方法
募集チラシ裏面の応募用紙または各センターホームページの
添付資料に記入のうえ、ファックスまたは郵送、もしくは各セ
ンターのホームページからお申し込みください。
※ファックスで送られる場合は、ファックスが届いているか

電話でご確認をお願いします。
締切

2019年2月28日（木）
応募先　

※活動を希望するセンターへ申し込み。
総合生涯学習センター
〒530-0001
大阪市北区梅田1-2-2-500　大阪駅前第2ビル5階
　 06-6345-5020　　06-6345-5019
　 https://osakademanabu.com/umeda/
阿倍野市民学習センター
〒545-0052
大阪市阿倍野区阿倍野筋3-10-1-300　あべのベルタ3階
　 06-6634-7951　　06-6634-7954
　 https://osakademanabu.com/abeno/
難波市民学習センター
〒556-0017
大阪市浪速区湊町1-4-1　ＯＣＡＴビル4階
　 06-6643-7010　　06-6643-7050
　 https://osakademanabu.com/namba/

総合生涯学習センター
①ＰＲスタッフ（広報・情報提供サポートなど）
 ※パソコンが使える人
②ビデオ上映会スタッフ
 （市民向けビデオ上映会の企画運営）
③イベントスタッフ
 （コンサート運営サポートなど）

阿倍野市民学習センター
①講座スタッフ
 （講座・イベントの運営サポートなど）
②ＰＲスタッフ
 （広報・情報提供サポートなど）

難波市民学習センター
①講座スタッフ
 （講座・イベントの運営サポートなど）
②ＰＲスタッフ
 （広報・情報提供サポートなど）
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　加美遺跡は平野区の北東部にある弥生～奈良時代の集落遺跡です。奈良県桜井市に、国指定史跡の纒
まき

向
むく

遺跡・纒向古墳群
があり、邪馬台国ヤマト説の根拠とされる３世紀代の大規模な集落跡としてよく知られていますが、それと同じ時期にあっ
た河内地域の集落の一つがこの加美遺跡です。
　昭和51（1976）年に市立加美東小学校の建設工事に先立っておこなわれた発掘調査では、弥生時代終末期から古墳時代初頭
のムラの一画であることが確かめられ、長さ17.1㎝ある銅剣が出土しました。右下写真の顕彰碑の立つ加美工場団地では、
昭和58（1983）～60（1985）年に発掘がおこなわれ、同時期の竪
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40基などが発掘されました。それらからは中国後漢で作られた銅鏡の破片や朝鮮半島で作られた陶
とうしつ

質土器
をはじめ、瀬戸内海沿岸や伊勢湾沿岸地域などから持ち込まれた土器が見つかりました。他地域で作られた土器がまとまっ
て出土するのは纒向遺跡と共通する特徴で、人や物が纒向に向かったり、纒向から出
ていく時に、同じ大和川水系に属する加美のムラは玄関口のような役割をもっていた
と推測されます。
　さらに加美遺跡では、その時代に先行する弥生時代中期（今から約2,000年前）に、墳
丘規模が南北26ｍ、東西15ｍ、高さ２ｍもある大型の墳
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が造られていました。墳
丘内からは子ども用のものも含めて23基の木

もっかん

棺が発見され、その中には白銅製のブレ
スレットを身に着けた女性人骨も含まれていました。この大型墳丘墓は工場団地の地
下に保存されています。 （大阪市教育委員会　文化財保護課）

加美工場団地前の顕彰碑
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